
 

 

ショッピングセンターのテナントはどれくらい⼊居し続けるか？ 1
本レポート記載の内容等は作成時点のものであり、正確性、完全性を保証するものではありません。 
当社の事前の了承なく、複製、引⽤、転送、配布、転載等を⾏わないようにお願いします。 
Copyright © 2016 Xymax Real Estate Institute Corporation. All rights reserved. 

 

 

ザイマックス不動産総合研究所 
RESEARCH REPORT

ショッピングセンターのテナントはどれくらい⼊居し続けるか？ 
〜平均⼊居期間と経年による⼊居継続率の変化について〜 2016 年 3 ⽉ 23 ⽇

 

ザイマックス不動産総合研究所は、2014 年 5 月に「オフィステナント平均入居期間」のレポートを発表（※

1）し、オフィステナントがどのくらい入居し続けるのかという調査分析を行った。今回は、商業施設のうち

主力施設形態であるショッピングセンターについて、同様の調査分析を行った。 

 

具体的には、テナント数が 30 以上、または店舗面積が 5 千坪以上のショッピングセンターにおいて、入居

テナントの半分が退去するまでの「テナント平均入居期間」をカプラン・マイヤー法（※2）により推計した。

参考として、オフィスビルに入居している商業テナントについても併せて平均入居期間を推計した。 

 

 本指標は、所有者・ディベロッパーが不動産収益を想定する際のテナント入れ替え率の目安として、また、

商業事業者がテナント出店を検討するショッピングセンターの評価等、不動産経営・利用に関わる様々な場面

で活用できるものと考えられる。 

 

※1：2014 年 5月「オフィステナント平均入居期間」については下記参照 

（https://soken.xymax.co.jp/2014/05/26/140526-how_long_will_the_office_tenant_continue_to_stay/） 

※2：カプラン・マイヤー法の概要については、当レポート＜分析手法＞参照 

 

調査分析の結果

１）ショッピングセンターのテナント平均⼊居期間は 1０.7 年 
〜6 年⽬のテナント年間退去率は約 18％と他の年次よりも突出して⾼い 

２）150 坪以上の（準）核テナント平均⼊居期間は１８.８年と⻑い 
  150 坪未満の⼩・中規模テナントは６年⽬を経過すると⼊居期間が⻑期化 
３）＜参考＞オフィスビル⼊居の商業テナントはオフィステナントの傾向と類似 

      

分析結果１） ショッピングセンターのテナント平均⼊居期間は 10.7 年 
       〜6 年⽬のテナント年間退去率は約 18％と他の年次よりも突出して⾼い 
 

 ショッピングセンターテナントの入居期間による入居継続率の変化が図表１である。入居期間 0年（0か月）

の 100％から、経年によりテナントが退去していくことで、入居継続率が下がる様子が確認できる。  

 

 平均入居期間（ちょうど半分のテナントが退去するまでの期間）は 10.7 年(128 か月)であった。特徴は、入

居から 6年経過時（72 か月）の 1年間で入居継続率がほぼ垂直に低下している点である。6年目のテナント年

間退去率が約 18％と他の年次よりも突出して高くなっている（図表２）。 

  

 これはショッピングセンターのテナント契約形態が大きく影響を与えている。日本のショッピングセンター

開発をリードしている「イオンモール」や「ららぽーと」をはじめ、近年、ショッピングセンター開業時のテ

ナント初回契約期間・形態は、「6年定期借家契約」が最も多いとされる。 
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